



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































済 新古典派経済学 新古典派総合の経済理論 贈与経済学
理 マルクス経済学 新しい経済学の流れ ポスト資本主義社会…??? 制度派経済学 厚生経済
健康福祉経済学
A．スミス J．M．ケインズ G．ミュルダール
経 J．S一ミル W．ベバリッジ K　E．ボールディング
済
忠 A．マーシャル J．モネー P．ドラツカー




済 経済効率主義の実践 混合経済政策の実践 経済動態の適応システム
政 「市場の成功」 「政府の成功」 「市場の成功」
策 「市場の失敗」 「政府の失敗」 「政府の成功」
政 民士主義制度 オンブズマン制度 専門性と民主性の融合
治 私有財産 完全雇用法 健康福祉
社 独占禁止法 社会保障 市民選択の社会保障
会 均衡財政制度 赤字財政制度
経 新救貧法 新しい労働法
済
制 第三セクター
度
健康価値論の実践を中核とする健やかに生きる条件確保の経済学として特徴づけられる。
ここでは健康価値論の実践の特性から、動態的面からみれば未来志向の経済学（健やかに
老いて、さわやかな死に至る行動・近づきつつある死を見つめて日々命の更新活動）を基
底に持つ未来志向心、生きることがロマンの内容を浮かび上がらせ、そして空間的つなが
りからみれば、共存の経済（慈悲、愛、やさしさ、献身、白己抑制の人問性の実践）の内
容を浮かび上がらせる。このような「生理学的哲学」にもとづく健康価値論の実践によ
り、新しい競争概念と新しい協調概念の日常的実践のもとで経済循環・貨幣循環の進化的
再生産システムに伴われた共生の経済システムの構築が可能になると考えるヨ釧。これがわ
れわれが構想したネオキャピタリズムの基本的骨格である。ここでは資本主義経済の動態
的変化の過程で激動の経済変革の原因と目された人口問題、環境問題、社会主義国や第三
世界問題、世界通貨、証券投機による不安と問題、社会保障の抜本的改正問題などが健康
福祉経済学という新しいパラダイムにもとづいて解明され、それに対応する手段が提示さ
れ実践されていくことになる。われわれはこの健康福祉経済学にもとづくネオキャピタリ
ズムの構想の実証的基盤を充実させるために、EU諸国の調査研究を行い、ネオキャピタ
39）　共生の哲学は杉田の生理的哲学を母体としている。
ポジテイブヘルス開発と健康f■晒値評仙i ∬
リズムに向けての実践の類似性を前節で摘出した。
　そこでこの節では、われわれが構築した共生の経済システムのグローバル戦略について
説明する。図11は、共牛の経済システムの構築の波及過程を示している。まずはじめに、
□本の大分地域を中核とする健康福祉の最適化過程の実践をべ一スとして共生の杜会・政
治・経済システム（地域主権的巾央制御のグローバルシステム）を構築し、これとEU展
開の実践システムを結びつけることにより、共生の経済システムの基盤を強固なものとす
る。そしてこれをもって（茎）の環太平洋融合を実現させる。ここでは、中国、印度、北朝鮮
も参加可能な路をつけておく。その後1②EU融合（ソーシャルヨーロッパ、EU市民の誕
生）に向かう。この場合もEm二A、東欧、旧ソ連等の参加可能な路をつくっておくことが
必要である。①環太平洋融合と②EU融合の実現により、共生の社会・政治・経済システ
ムは益々強固になると同時に具体性を帯びてくるから、この力を持って・一一’気に③北米融合
へと向かう。この場合H本とEUは第二次大戦後の米国による日本復興プラン、マーシャ
ルプランの実行への感謝の気持ちを持つことと、米国は、パックスアメリカーナの覇権願
望を捨てて、アメリカ建国のロマンであったフロンティァスピリットとフェアプレイスピ
リットの実践の実績とF・ルーズベルトのニューデイール政策の実行のリーダーシップ
（これはエコロジカルビジョンを持って未来志向的に白由杜会を守るための積極的な行動
であった）の実績などを思い起こし、そのパワーを持って、経済価値論を健康価値論へと
：1｛ニアフリカ・llI東融合
　　　　　　　　（その他
　③北米融合（南米　　発展
　　　　　　　・キュー途ト
　②EU融合（ErTA　　　パ）　■剛
　　　　　　・東欧・
　　　　　　　　lllソ
　　　　　　　　　連）
　　①環太平洋融合
図11　共生の社会・政治・経済システム構築のグローバル戦略
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転化させることが必要であると考える州。このことが①環太平洋融合、②EU融合とのバ
ランスのもとでの北米融合を可能にするであろう。
　以上においてみたように①環太平洋融合、②EU融合、③北米融合を貫く共通性は、①
健康価値論、②不戦共同体、主権の共有の価値観、③フロンティアスピリット、フェアプ
レイスピリット、白由社会を守るエコロジカルビジョンにもとづく共存の価値観の形成で
ある。この共存の価値観が環境（人口、資源）、社会（健康福祉）、経済と資本のダイナミ
ズム、政治（自由、公平、平等）の間のバランスをとるための潤滑油としての役割を果た
すことになる。
　次に①環太平洋融合、②EU融合、③北米融合が達成されたら、この三つのグループが
力を合わせて、アフリカ中東等の開発途上国の白律達成を支援するのである。この場合の
中心となる考え方は、開発途上国の関係者に対する健康価値論理解の健康教育である。こ
の健康教育の内容と実践のしかたを伝達するために地球上の総力を結集することが必要で
あると考える。ここでもやはり大分地域を中心とする日本の健康福祉の最適化過程の実践
に蓄積されている依存型でない白助、自律型の人問を育成する健康教育のノウハウが貢献
することになると考える州。
8．むすびにかえて　痛み分けの政治経済学を求めて
　A・スミス、J・M・ケインズは、資本主義経済の継続性を疑っていなかったが、K・
マルクスやJ・A・シュンペーターはそれぞれ理由は異なるが社会主義経済の出現を予測
した。そしてこれら巨星に続く多くのエコノミスト達は、資本主義でなく社会主義でもな
い第三の体制を模索した。ここではなぜにネオキャピタリズムなのか。健康福祉経済学は
健康価値論の実践行動を中核にして組み立てていることからわかるように、人間の日常的
生存における生理的観察が基礎となっているのである。資本主義経済における、人間欲望
をほしいままに発露することによる経済の不安定も人間生理にもとづく事実なのである。
その経済不安定をつくり出している要因が発展のダイナミズムを形成することもまた人間
生理からみて真実なことである。健康価値論の実践は、人間生理の真実としての死との直
面を認識して行動に移すことを可能にする（死の認識、死の教育）。人間の欲望がかもし
出す不安定性にもとづく発展のダイナミズムが、死を認識しての未来志向的行動と結びつ
くならば、杜会・政治・経済システムの発展に必要な未来志向心と冒険心、そして社会・
政治・経済システムの安定に必要な共生の価値観が倫理的、道徳的な規範としてではな
40）アメリカ社会の基底に流れるValueforMoneyの価値観をValueforPositivehealthの価値観に変換
　させるには生と死の健康教育のネットワークを張りめぐらすことが有効であるとかんがえる。
41〕環太平洋融合・EU融合・北米融合・アフリカ、中東融合が同時に実現されれば、マザー・テレ
　サのいう現代世界における二つの飢餓、すなわち物質的飢餓と心の飢餓が同時にみたされることにな
　る。
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く、人間生理にもとづく実在的なものとして形成が可能になると考える42j。社会主義経済
の失敗は、この人問の自然の欲望を抑えて、道徳や、倫理的な視点から人間行動を律しよ
うとしたからではなかったろうか。すなわち人問本性の観察にもとづいて、システム形成
の行動仮説を立てなかったことに根本的原因があると考える。マルクスの人間の白己疎外
の発想の根底にある人間尊重は偉とするに足るが、人間が本性として持っている経済価値
観への傾倒の事実を十分に考慮することなく、事実に支持されない労働価値論（労働搾取
論）を定立したところに、哲学としてはともかく、社会主義経済の実学として発展しなか
った原因ではないかと考える。健康福祉経済学は論理実践実証主義にもとづく実学なので
ある。ネオキャピタリズム（新生資本主義）は、われわれの実学に対応する社会・政治・
経済体制の実態として発想したものである。
　この実学については、資源配分の最適解のような貨幣評価による」義性は存在しない。
多様な価値観の中で、人間のよりよい生存ということに合意形成の拠点を求めて継続的で
包括的内容を実践に裏打ちされた実証により解を導き出していく。この場では、形式論理
により最適解や人間の心を持たない市場の裁定とは異なり最適解の実行に伴う人間社会の
摩擦、“痛み｝を理解し、その痛みを分け合う人間行動の実践が内包されている。つまり
経済合理的行動の仮説を越える健康価値論にもとづく組織適応能の行動仮説の企業家精神
であり、白己抑制であり、そして献身がそれである。健康福祉の最適化過程には、ポジテ
ィブヘルス開発における最適性とともにこの最適性を支える“ゆとり”の行動が内包され
ているのである。
　「市場人聞学」から「人間市場学」へ
　現代経済学（新古典派経済学）は個人主義の哲学のもとで経済価値論による消費価値の
最大化行動を市場の裁定により実現する学問体系を特徴としている。つまり人間が市場裁
定に合う経済合理的行動の仮説に特定されることからでる結論が規範となり、経済のみな
らず、社会が、政治が律しられていく。まさにこのような経済学は「市場人問学」という
ことができるのではないだろうか。アメリカ社会を中心として世界各地で信奉されている
このような市場人間学により、環境が、地域社会が、そして労使の人間関係がそして人間
そのものまでがこの特定のイデオロギーと形式論理学によって脅威にさらされている。
　これに対して健康福祉経済学は、健康価値論にもとづく組織適応能の人間行動仮説によ
り、健康福祉の最適化過程の達成を目標としている。人間が継続的に健やかに生きる条件
の確保のもとで、生と死の喜びにより満足を達していくという内容のもとで人間福祉と経
済の共生がはかられていく。われわれはこのような社会・政治・経済システムをネオキャ
ピタリズムと呼んだ。われわれはネオキャピタリズムの論理的普遍妥当性と実践的有効性
の解明を内容とする健康福祉経済学を「人間市場学」と呼びたいと思っている。「人間市
　42〕　われわれは生理的哲学を基盤とする共生の哲学を学際的に詰めたいとかんがえている。
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場学」は、健康福祉の最適化過程の実現という最適性の追求行動とともに“痛みを分け合
う｝という“ゆとり”の行動を合わせて持っているのである。このことは、組織適応能の
人問行動仮説に内包されている。
　われわれはこの人間市場学を日本・大分を中心とする国内各地、そして、ドイツ、デン
マーク、スイスを中心とするヨーロッパ各地そして、北米と南米、そしてアフリカ、中東
へ展開してゆくことをこれからのリサーチの目標としたいと考えている。このことは、武
見医学医療と中山（伊）経済学が共に持っていた願いでもあったことを結びのことばとし
たい。
43）　国連のアナン事務総長は2000年8月3日にミレニアム・サミット行動計画報告書を国連総会に提
　出した。そこでは同事務総長はグローバル化・情報化の時代に国連は市民社会連携を強めることを主
　張しいる。これは我々の地域主権的中央制御のグローバルシステムにおけるコミュニティ国家観に通
　じるというこができよう。
